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ゲルマニゥム蒸着膜の電気伝導度について

中　　田　　一

　Ge表面に水蒸気や酸素などの気体が接触する場合に，

気体吸着膜と表面部分との電気的相互作用によりて1μ

程度までの深さの表面層の電荷密度が変化し，その部分

のコソダクタソスが増減するという現象は既に数組の人

々によって報告されている1）．現在までのところ，1～

0．1mm程度の薄い単結晶試料がもっぱら測定に用いら

れているが，電気伝導度の測定から表面層を研究するに

は試料がかなり厚く．まだ十分に実験結果が揃っていな

い．こうした現象は真空蒸着法によって得られる薄い膜

でも起るはずであるが非晶性の蒸着膜について行われた

川崎氏らの実験2）では認められていないようである．筆

者は蒸着膜の方法を繰返して目的の現象を相当顕署に認

めたので，その実験結果を簡単に報告する．
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散ポソプに直結してあり，途中にはトラップを使ってい

ない，蒸着中の真空度は3×10』5mmHg程度．同じよう

な条件でコロジオソ膜に蒸着したものは電子廻折で調べ

ると，金属性多結晶になっている．試料は蒸着後一旦空

気中に取り出し，天秤で質量を測定して膜の厚さを決定

した後，アカダッグ電極を付けて真空槽中でガルバノメ

ーターにょりコyダクタソスを測定した．気体として

は，水，C2H50H，　NH3を使用した．なお厚さによる違

いを比較するために，ガラス板を蒸惹源から種々の距離

に配置して同時蒸着を行い0．1～数μのものについて

調べた．

　第1図は膜の厚さと電気伝導度の関係で，この試料膜

にNH，ガスを接触させた場合のコソダクタソスの時間

的変化を第2図に示す．上と下の図は時間軸は共通にな

っている．気体注入によるコソダクタソス変化は大体可

逆的であるが，初期の方に非可逆的に伝導度を小さくす

る部分が重なっている．可逆的変化の部分に注目して，大

体2mmHgのときの電気伝導度増加と膜の厚さの関係

を第3図に示す．1μ程度までは変化は膜の厚さに余り

よらなくて増加す

る．1μ以上の厚

い膜では変化は厚

さとともに小さく

なって時として逆

符号の変化を起す

こともあるが，こ

の原因については
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ことにする．

バ5刈

（ZSGm’1）

　0．5

　　　　　　　　　　　　O．2　　　　0．4　 0．6　　　1．0　　　　2．0　　　　∠」0

　　　　　　　　　　　　　　　　膜の厚さ（ミワロン）
　　　　　　　　　　　　　　第　3　図

　　　　　　1μ程度までの厚さの膜では，この特性は

よい再現性をもっており，この実験結果から蒸薔膜に気

体吸着が起った場合に，その伝導度増加は吸着せる気体

膜中の伝導によるものではなくて，吸着気体にょって

Ge膜内部の電荷密度に変化が起っていることにょるこ

とがわかる．水，C2H50Hについでも定量的に同じ特性

を示す．

　以上は金属性蒸着膜について電気伝導度を測定した結

果である．気体吸着については，単結晶試料において認

められていると同様の現象が顕著に見出された．

　　　　　　　　　　　　　　　　（1955．　2．　16）
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